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北東北の中央部に位置する鹿角市には、縄文時代から近世にかけての埋蔵文化財や地域と自

然のなかから発生した民俗文化財が多く、秋田県内でもその宝庫として知られています。

特に大湯環状列石は、野中堂・万座環状列石を主体とする縄文時代の遺跡で、二重の環状に

整然と配置された配石遺構と規模から昭和26年には国史跡に、さらに31年には特別史跡に指定

されてお ります。昭和 6年に発見され、調査研究の歴史も永く、環状列石・配石遺構研究の原

点となっています。

鹿角市教育委員会では、文化庁 。秋田県教育委員会のご協力を得て、昭和59年度から発掘調

査を実施し現在も継続してお ります。また、平成10年度からはそれまでの調査成果をもとに第

I期環境整備事業を、15年度からは第Ⅱ期環境整備事業を行つており、遺構や自然環境の復元、

大湯ス トーンサークル館建設等を行つております。

本年度は、第Ⅲ期環境整備計画地の資料収集のため史跡東端の発掘調査を行いました。この

地域には一本木後口配石遺構群が存在することが知られており、今回の調査は配石遺構群の東

側への広がりを調査するものでした。調査によつて新たに縄文時代の配石遺構や平安時代の竪

穴住居跡が発見され、遺構の分布状況や性格を考察する上で貴重な資料を得ることができまし

た。

本報告書は本年度の成果をまとめたものであり、環状列石の研究資料として、また、平安時

代の集落研究の資料として活用くだされば幸いに存じます。最後になりましたが、発掘調査並

びに環境整備事業、報告書作成に対しご指導 。ご協力いただきました関係機関・各位に厚く感

謝を申し上げます。

平成 19年 3月

鹿角市教育委員会
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1.本報告書は、平成18年度に国庫補助金を得て実施した 「特別史跡大湯環状列石第 23次発

掘調査」の成果をまとめたものである。調査の概要については大湯ス トーンサークル館事業

「縄文に学ぶ」などで発表してきたが、本報告書を正式なものとする。

2.本報告書の執筆と編集は、生涯学習課文化財班長 藤井安正、文化財班主事 二浦貴子が

行つた。

3.石器類の石質鑑定は、秋田県立十和田高等学校長 鎌田健一氏にお願いした。

4.土層や土器などの色調の記載には「新版 標準土色帖 (日 本色彩研究所 )」 を使用した。

5.本報告書に使用した地形図並びに図面は次のとおりである。

国土交通省国土地理院発行 「毛馬内 (1/2500)」 。「花輪 (1/2500)」 。「湯瀬 (1/2500)」

6.遺物の実測・採拓 。清書などの一連の作業は調査担当者、調査補助員、作業員が行つた。

7.本報告書に掲載した実測図などには各々に示した。なお、写真図版については任意の縮尺

とした。

8.本文中において用語の主たるものは統一するように努めた。使用が数度にわたるときは簡

略している場合もある。

9.実測図・表・写真図版などで下記のような記号、スクリーントーンを使用した。

SX(S)… 配石遺構、 SK…土坑、 SI…堅穴住居跡、SX(f)… 焼土遺構

レク…遺構確認面下の層 E■到・・・焼土

10.発掘調査並びに環境整備事業、報告書作成にあたり下記の方々よりご指導とご助言をいた

だきました。心から感謝申し上げます。

斎藤 忠、小林達雄、冨樫泰時、沢田正昭、安村二郎、熊谷常正、阿部義平、村越 潔、

葛西 励、小野健吉、本中 員、岡村道雄、平澤 毅、坂井秀弥、遠藤正夫、稲野裕介、

児玉大成、榎本岡1治、石神 敏、岩田貴之、大野憲司、高橋忠彦、榮 一郎、三鳴隆儀、

五十嵐一治、糸谷和憲、吉り|1耕太郎、熊谷太郎、櫻田 隆、児玉 準、柴田陽一郎、

小林 克、高橋 学、利部 修、武藤祐浩、宇田川浩一、栗澤光男  (敬称略・1頂不同)
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第 I章 遺跡の環境

1.遺跡の位置と立地

鹿角市は北東北のほぼ中央に位置し、北に十和田国立公園、南に人幡平国立公園があり、日

本海に注ぐ米代川上流域の花輪盆地を中心とした農業と観光を主産業とする都市である。

鹿角市は、東に岩手県八幡平市、西に大館市、北に小坂町、南に仙北市というように県境並

びに市町境を接している。古代から交通の要所となっており、岩手県盛岡市に通じる「鹿角街

道」、青森県三戸町に通じる「来満街道」、青森県平川市碇ヶ関に通じる「濁川街道」がある。

鹿角市内の主要国道である国道 282号 線は、鹿角街道とほぼ同じ道筋で盛岡まで通じている。

また、 JR花輪線は大館駅を基点に、十和田湖への玄関口となつている十和田南駅を通り、岩

手県好摩駅との間を結んでいる。

奥羽山脈の懐に抱かれた盆地に発達した鹿角市には、奥羽山脈の四角岳に源を発した米代り||、

十和田湖外輪山を源とした大湯川やその支流によつて形成された舌状台地が多く発達してい

る。

これらの台地上には縄文時代や歴史時代等の416遺跡の所在が確認されており、大湯環状列

石は国の代表的な縄文遺跡として昭和31年に「特別史跡」に指定されている。

大湯環状列石は、大湯川と豊真木沢川・根市川の浸食によつてつくられた南西方向にのびる

ン` 一́ 、_ノQ
′
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全長 5.6km、 幅0.5～ 1.Om、 標高185m～ 144mの 中通台地 (通称 風張台地)のほぼ中央に位

置している。

平成10年度からは史跡環境整備が進められ、遺構や自然環境の復元、縄文文化を学び
。体験

できる施設 「大湯ス トーンサークル館」が建設されている。

本年度の発掘調査対象地は史跡北東 flll、 一本木後口配石遺構群の北側隣接地にあたり、公有

化以後は牧草地となつている。

鹿角市は707.34回 の面積を有し、人口37,433人 (2005年 11月 末)である。

2 周辺の地形と地質

周辺の地形と地質については、鹿角市文化財調査資料85『特別史跡大湯環状列石発掘調査報

告書②』を参考に、その概要を述べる。

鹿角市内の地形

鹿角市内の地形は、東西の山地、盆地内の段丘地形及び沖積低地より構成されている。

東側に連なる山並は800m～ 1,100mの標高で、四角岳 (1,003m)、 皮投岳 (1,122m)、 五ノ

宮嶽 (1,115m)等 を中心とする急峻な壮年期の山である。地質は下位より安久谷川層、瀬の

沢層、大葛層、遠部層等の新第 3紀の堆積岩類や火山岩類より構成されている。

一方、西側の山地は、標高400m～ 600m程の丘陵性の穏やかな山並で、東側山脈と同様、下

位より新第 3紀中新世の大葛層、大滝層、遠部層、樫内層で構成されている。

鹿角盆地は、東の奥羽山脈、西の高森山地に囲まれ、大小の河り||によつてつくられた台地・

段丘とともに低地がいたるところにみられる。特に鹿角市北部には十和田火山由来のシラス台

地が分布し、東部や南部は奥羽山脈を源とする河川によつて形成された扇状地地形が特徴的で

ある。

盆地内の段丘は 4段に分けられる。最高位の面は浦志内川や歌内川等が盆地に注ぐ付近に扇

状地状にみられる面で、標高270m～ 330mと 傾斜がやや険しい。かなり解析され、主に河成の

亜角礫～角礫からなり、風化が著しい。 2段 目は標高180m～250mで、南部では扇状地状の地

形を残すものの、大里地区以北では厚い火砕流堆積物に覆われ、「関上面」。「鳥越面」と呼ば

れ、盆地内ほぼ全域に分布している。 3段 目は標高180m～250mで、主に米代川左岸に沿つて

尾去沢から松館・荒町にかけて分布している。「松館面」と呼ばれており、夜明島川、黒沢川

等による扇状地の解析された面と考えられている。 4段日は米代川右岸沿いに大里付近まで分

布する面で「大里面」と呼ばれている。標高は150m～ 155mと 低く、上部は砂礫層を主体とし

ている。

―-2-
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沖積低地は標高100m～ 120mで、主に砂礫層からなり、花輪や毛馬内の市街地がのる。

発掘調査周辺の地質は大きく分けて、 4枚の火山灰層から構成される。最下部は高市軽石質

火山灰 (25,850± 1,360)の 二次堆積物で、軽石や砂礫から構成され、地層中に平行ラミナや

クロスラミナが発達している。この上に薄い泥炭をはさんで、厚さ2m～ 3mの鳥越軽石質火

山灰層 (12,000± 250)が重なっている。さらにこの上に水の作用によって堆積した鳥越軽石

質火山灰層の二次堆積物である軽石質段丘砂礫層がのる。この層の上に風化の進んだ大形の軽

石質軽石礫を含む申ヶ野軽石質火山灰層 (8,680± 130)が重なつている。

最上部は黒色土層で、黒色土と黒色土の間に十和田 a降下火山灰層 (大湯浮石層)がみられ

る。

十和田 a降下火山灰の降下時期については、これまでの発掘調査例から平安時代中頃、10世

紀前半とされていたが、滋賀県比叡山延暦寺の僧侶が残 した『扶桑略記』の記事から、この降

下 (噴火)時期は延喜15年 (915年 )7月 とも言われている。噴火とともに発生した火砕流 (毛

馬内火砕流)は大湯川 。米代川を下り、大館地区・鷹巣地区では家屋 (北秋田市 胡桃館遺跡 )

を飲み込みながら、能代平野まで達している。

史跡周辺の地形

史跡は大湯川と豊真木沢川 。根市川の浸食作用によつて形成された舌状台地で、大湯市街地

南側後方から全長5.6km、 幅0.5～ 1.Okmで南西方向に延びている。

台地の北側 。南側とも河り||の浸食によって形成されたものと考えられるが、異なる様相を呈

している。史跡の北側斜面を踏査したところ平場13ヶ所、湧水 5ヶ 所を確認した。台地上面か

ら大湯川までは比高差30mを測る。平場は概ね三段の高さに区分され、最も大きな平場は斜面

中程にあり長さ180m× 幅14m～ 40mを測る。湧水は万座環状列石の北西側に入 り込んだ沢の

水量が多く、以前はポンプを設置して農業用水 (撒布用)と して使用されていた。

一方、台地南側からは平場 8ヶ 所、湧水 8ヶ 所を確認している。台地上面から豊真木沢川ま

では比高差25mを測る。平場は斜面下方に見られ、北側斜面に見られるものと比較するとその

規模は極めて小さい。湧水地点は北側と比べ地点的には多いが湧水量は極めて少ない。

3 周辺の遺跡

鹿角市は県内でも屈指の遺跡の宝庫として知られており、縄文時代から近世にいたる各時代

。各時期の遺跡が416ヶ 所も所在する。遺跡の内訳は縄文時代から平安時代の単独・複合遺跡

349ヶ 所、中世の館跡61ヶ所、近世の城郭関係 。一里塚 3ヶ 所、その他 3ヶ 所となっている。

これらの遺跡は、米代川や大湯り|1等の大小の河り||によつて形成された舌状台地上に分布して
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第 1表 発掘調査の経過と成果

年

…

赫 詢 鰈

ー

磨 ロ

59年

劇跡北東側 (AlD 1,825ポ 配石適構 9基を検出、配石下に土坑が伴 うことが判明石

材の回 を隋認する

『メ惨螺状列司司

―

調

欝鍵書 (D』 1985年 3月

60年 帥 ヨ陳 側 (A2国

野中堂東側隣接地 01国

1,870ぷ 新たに15基の配石雄 出、計24基となる。

2基の配石下よリカメ棺を検出

『夫駆靴炒に凋

―蘇難詰 ②』1986年 3月

61年 史跡の北東側 (A3因

万座の東側 Cl國

2,039ピ 新た姉 を検出 計慇基となる。これらは二重の弧

脚こ配置されることを確認

『
"じ

司司辺遺跡発掘調

整辞田讐書 (31』 1987年 3月

62年 万座の北西側隣接地 (Dl国

史以降)1麟朝U(El国

2,347ぽ Dl区より建物跡 19棟 環瀾配石造構3基 平地式の

建物跡1棟を検出夕1拓周囲には規員U的に遺構が分布す

ることが確認された

萎 141』 1988年 3月

63年 万座の西側隣接地 (D2国 1,576」 建物跡 11棟 フラスコ状土坑 25基等を検畿 夕同 司

囲には規則的に遺構が分布することが確認された

『大駐財υ周 司

―査鍵書 15N』 ■9"年 3月

職

許

帥 ヨロ崚剛嚇     (F l10

万座の北東側 (E4D

1,648 rr Fl区よ嘲 凱 -4棟 を検出

竪内劉慇羽前勧 サ台めて確認される

『
-1司

司

―萎 161』 1990年 3月

2年 万座の 1ロロ東側 (F2因 2,810ぽ 竪穴側副跡コ東 Tピット13基を検出 竪穴υ雷群の

動 報鶴思さね́る

隊湯動し1拓

―
171』 1991年 3月

3年 万座の南側 (G2因 1.5■9ポ 照相

“

年・ 39年1こ翻 勧 渕 られてい赳 巳行 醸 撃を確

認

『大

"割
し1拓発翻礎報黎

181』 ■992年 3月

4年 万座の北西側 (D5因

万座の北西側 (F3国

2,736ピ 環痴墓石遺構2基を検出、広範囲に広がることを確認す

る

『拐 岐跡夫駆動し1妬鰤

裁 191』 1998年 3月

5年 フテ麿E′)1ヒ 2コtu瑕眸お員出自

(D3区・ D4国

3,■ 80 nf 建物鋤ヽ配石列 (出入口)を検出 列司司囲に:渕例lJ的

に遺構が分布することが再確認された

勝拐嘔動りC誠謝し¨

彗難請 (101』 1994年 3月

6年 万座の東側隣接地 (D6国 2,656ポ 軌 フラスコ状土坑等を検出 夕!周司囲には規則的

に適構た が市することが確認なつた

『窃 」

…

1拓鰤

査報告書 (■ 0』 D%年 3月

劇赤かヨ陳 側¨ 1.520ピ 土坑 3基 Tピット2基を険出 史跡指定地外にも遺構

が分布すること力灘 認された

『出土文化財管理センター建設

事業に伴う嶼鈴回崩曖蜃報準言彗』

7年 万座の南東側隣接地 (D7国 ι176ポ 建物跡、フラスコ状土坑等を検出 列晴周囲には規則的

に遺構が分布することが確定的となった

酔朝吐劃弥大湯課ψ」¨

萎   (121』 1996年 3月

8年 万座の北西側 (F4D 3,878ポ 弧状日配置された建物跡、大規模な案状配石遺構を検出

する

醐 岐嚇夫 駆動し l拓鰤

萎      (131』 1997年 3月

9年 帥 1蹴 (F5因 3,410ポ 夕1拓と関連のある遺構の底がり Gb癬紛 を検出する

円形局溝墓 6基村 る

附 1史助け彰籾制た叫石獅 調

査葬降詢書 (141』 1998年 3月

10年 万座の南側隣接地 lD 8因

万座の南側 (G2国

万座の北西端 (F6因

45C13メ D8区の調Jこよつて鋼 フラスコ状土坑等を検出

夕路 周囲には規則的に遺構が分布することが確定され

た

酢拐」劇眈々別尉V拓発掘調
整葬階争書 (151』 1999年 3月

11年 濤 膠 拓 ① 因

野中堂の周辺地域 GD

3,910ポ 野中堂環状列石を中心に広範囲に遺構が分布すること

力潮 さオした

『鶴 ll丈』坊,k島島
'ミ

ちに夕拓翻 ]電

器   (■ 61』 2KXXl年 3月

12年 野中堂の南西側隣接地 G2因 2,745ポ 軌 フラスコ状土塊等多劉☆出 万囃 拓 と同

形態を示すことが確認された

『特別り 発堀調

義     (171』 2CDl年 3月

史跡の北東側の指定地外 931“ フラスコ状土坑を検出 史跡指定地外こも遺構力扮布す

ることが確認された

『鋼 中 鮮葵鶴翼事ず宅lヨ半

う発掘調査報告書』2CX11年 3月

13年 野中堂の南側隣接地 lB3国

野中堂の南側 04因

663ポ B3区よリタ1拓とほぼ同時期の引 」署を検仕t B4区

からはカメ棺を伴 う配石建膵勒湾剣出され 野中堂と髄

のある遺構が中鶴田に分布することが確認さオした

附 ¨ 峰醗鋼嗣

査報告書 (181』 1993年 3月

14年 万座の西側台地縁 ①9因

万座の南西側 (G3国

1,545ポ D9区 よリタ1妬と戻連が非常に強し埋翌穴倒 副跡 8棟を

検出

『中錫中 に溌押闘

査報告書 (191』 1998年 3月

15年 万座の西側台地縁 (G4国 1,485ピ D9区 で検出された馴 劉診 南側の広が りを確認 『泰錫中 に醗振闘

査囀皓罐卜C201』 2CX12年 3月

16年度 万座の南西側台地縁 (G5D 770ポ 士坑・去魁6轡構等を確疑L史助甕雲詰助 らゝ離れるにした

がつて遺構の分布が薄くなることを應驚

降 岐跡夫卯職し1拓獅

萎 01)』 2CX13年 3月

17犠 一本木後 口地区 lA4区・ A5因 1,547ポ 一本木後口配石遺構群の南側を篭饒 新たに 13基の

配石を繭 &二 つの配石群となる可能性を示唆

陽 岐跡夫魏動しI拓鰤

萎 92)』
"“
年 3月
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おり、特に盆地東側の台地の密集度は高い。

第 3図は、中通台地周辺の遺跡分布図である。表記した遺跡はこれまでに発掘調査が実施さ

れたものを抽出したものであり、それ以外の遺跡は表記していない。時代・時期順に表記した

遺跡の特徴をまとめる。

図面上で最も古い時期の遺跡は、物見坂Ⅲ遺跡 (M12・ N013)である。ヽ 12は平成13年度、

秋田県教育委員会により、ヽ 13は平成 16年度に鹿角市教育委員会によって発掘調査が実施され

ている。遺跡名は同じであるが地形的な要素から本来は二つの遺跡に区分されるべきものと考

えられる。秋田県教委の発掘調査によって、縄文時代早期の土器の様相が明らかにされ、鹿角

市教委の調査によって市内ではじめ早期の竪穴住居 1棟、土坑38基が発見され、市内の最も古

い集落の様子が明らかにされた。

縄文時代前期 。中期を中心として営まれた遺跡は図面内に所在しない。どちらかというと鹿

角市中央部や南部に所在し、代表的な遺跡は清水向遺跡、天戸森遺跡で、いずれも集落跡であ

る。清水向遺跡では円筒下層 d式時期の住居 2棟、天戸森遺跡からは円筒上層 e式～大木 8・

9式～中の平Ⅲ式期の住居が140棟も発見されている。

後期に至ると大規模な遺跡は減少するが、市内各地に分布するようになる。最も代表的な遺

跡が特別史跡大湯環状列石であり、その周辺には環状列石と関連が強いと考えられる下内野Ⅲ

遺跡 (Ml)、 小清水遺跡 (M3)が ある。さらには米代川を挟んだ高屋集落の後方台地上に

は高屋館跡の環状列石が所在している。

特別史跡大湯環状列石は、昭和 6年の発見以来、調査と研究が継続されている。昭和26年・

27年の文化財保護委員会の発掘調査を経て昭和26年には史跡に、昭和31年には特別史跡に指定

された。その後昭和48年～51年にかけて秋田県教育委員会、鹿角市教育委員会によつて周辺遺

跡の調査が行われ、環状列石と直接又は間接的に関連する遺跡の範囲が把握された。昭和59年

からは鹿角市教育委員会が主体となり調査を行つており、現在も継続調査している。発掘調査

と平行し、指定地の追加指定事務を行 うとともに、平成 3年度からは指定地の公有化を進め、

全体の約91%の公有化が完了している。さらに平成 10年度には文化庁の地方拠点地域史跡整備

事業に採択された。史跡が余 りにも広大であることから第 I期から第Ⅳ期 (I期 は 5ヶ年)に

分けて行 うこととし、10年度から第 I期環境整備、15年度から第Ⅱ期環境整備を行つている。

第 I期の主な整備内容は万座・野中堂環状列石を中心に環状列石の保存処理、遺構や自然環境

の復元、仮称体験学習館 (現 大湯ス トーンサークル館)建設を、第Ⅱ期では万座環状列石西

側地区の遺構と自然環境の復元を行っている。

また、平成 17年 9月 26日 、文化庁が 「世界遺産暫定リス トー覧表」への登載遺産を各自治体

に公募したことから、秋田県・北秋田市の共同提案として大湯環状列石と伊勢堂岱遺跡を「ス
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トーンサークル」として提案書を提出した。その結果平成18年 1月 23日 、文化庁発表において

「北東北 3県・北海道の縄文遺跡を一体として提案する」ようにとの指摘があり、初年度の暫

定リス ト登録は見送られた。

大湯環状列石周辺には環状列石との関連が注目される遺跡がある。同じ台地上に位置する小

清水遺跡 (ヽ 3)、 大湯川を隔てた下内野Ⅲ遺跡である。両遺跡とも環状列石を構築する石材

である石英閃緑粉岩が多数露頭しており、配石遺構群又は環状列石の存在が予想される。

また、高屋館跡の環状列石は平成元年に秋田県教委によつて発掘調査され、直径約34mの環

状列石とそれを取 り囲み規貝」的な配置を示す26棟の掘立柱建物が発見されている。

後期末葉から晩期の遺跡として草木A遺跡がある。昭和47年に鹿角広域農道建設に伴い消失

する部分の発掘調査が行われた。また、平成18年にはほ場整備事業に伴 う範囲確認調査が行わ

れている。この結果、後期末葉から晩期にかけての土器が多量に出土しており、集落の存在を

予期できる。

弥生時代の単独遺跡はほとんどなく、発掘調査によつて土器片が出土する程度である。最も

まとまって遺物が出土した遺跡は物見坂Ⅲ遺跡、物見坂Ⅱ遺跡で小坂X式土器が出土している。

奈良時代の遺跡は鹿角市北部に集中している傾向にあり、本地域では物見坂Ⅲ遺跡 (ヽ 13)、

小枝枝館跡 (N019)、 源田平遺跡 (No 21)が これに当たる。竪穴住居とともに丸底の土師器杯、

頚部に段を有する長胴の土師器甕が出土している。

平安時代に入ると遺跡の数は爆発的に多くなり市内全域に分布する。そのほとんどは集落で

あるが、本遺跡ののる台地では集落とともに円墳が造られるようになる。平成16年度に調査を

実施した物見坂Ⅱ遺跡では4基の円墳とともに蕨手刀 2本、鈴帯金具が発見された。また、以

前から知られていた枯草坂古墳 (枯草坂 I遺跡 No 18)は 台地の南側斜面中段に所在する。勾

玉やガラス玉が出土しており、東京上野博物館、秋田県立博物館、大湯ス トーンサークル館で

公開展示されている。また、鹿角市史に紹介されている泉森出土の鉄剣は記載文書を詳細に読

み解くと、鹿角沢Ⅱ遺跡の南西側の台地縁に所在する泉森 I遺跡であることが分かる。泉森は

「蝦夷森」がなまつて泉森に変化したものと考えられることから、鹿角市北半にはエミシ・蝦

夷と関連した多くの遺跡がまだ地中に眠つているものと判断される。

中世に入ると鹿角地区には多くの館跡が構築される。中世の館跡は、台地の先端を空堀で区

切つた多郭連続式の形態が特徴となっている。承久の乱後、関東武士団に恩賞として鹿角の土

地が与えられ、彼らがこの地を支配するために築いた城館である。館跡に隣接して集落が発達

し「一館―村」の形態をとつている。小枝指館跡 (ヽ19)は昭和30年東京大学東洋文化研究所

によつて、平成 3年鹿角市教育委員会によつて発掘調査が行われ、それぞれの調査によつて「館

は桃山時代まで存続していたこと」、「館構築の際の残土を利用し、館南側の湿地を埋め立て平
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第 3図 周辺の遺跡
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No 遺跡名 所在地 遺跡の種別 遺構と遺物 時期 収録報告書・備考

下内野皿 鹿角市十和日大湯字下内野 配石遺構群 配石遍構 縄文後期 鹿角市77 『特別史跡大湯環状列石 (1)』  2005年

2 鹿倉館跡 十和国大湯字古館 館跡 中世 鹿角市25 『鹿角の館 (3)鹿倉館跡』1984年

3 小清水 十和田大湯字越水 配石遺構群 配石遺構 縄文後効 鹿角市77 『特別史跡大湯環状列石 (1)』  2005年

在郷坂―里塚 十和田大湯宇和町 ―里塚 ―皇家 近世 鹿角市55 『鹿角市の文化財』 1996年

5 下砂沢 十和田山根字上ノ平 配石遺構 配石遺橋 縄文後期 鹿角市40 『下砂沢遺跡発掘調査報告書』1990年

6 当麻館跡 十和国毛馬内字古館 館跡 集落 堅穴遺構 館勝 中世・近世 鹿角市37 『当麻館跡発掘調査報告書』1989年

粕崎館跡 十和日毛馬内字柏崎 鮨跡 館跡 土坑 中世・近世 鹿角市36 『柏崎館跡発掘調査報告書』1989年

8 大湯環状列石 十和国大湯字万座 環状列石 環状列石ほか 縄文後期 鹿角市77 『特別史跡大湯環状列石 (I)』  2005年

9 十和国草未宇小坂 遺場包含地 器 縄文後期 秋田県35 『鹿角大規模農道発掘調査略報』 1975年

丸館Ⅳ 十和田草木字丸館 遺物包含地 酬 縄 文

―ツ森館跡 花輸字―ツ森 館跡 中世 鹿角市30『鹿角の館 (5)―ツ森館跡』1986年

物見坂ll 十和国錦木字物見坂 集落 奎穴住居 土坑 縄文早期 平安 秋田県354 『物見坂I遺跡』 2003年

物見坂 nl 十和口錦木字物見坂 集落 竪穴倒唇 土坑 縄文早期 鹿角市79 『物見坂Ⅲ・物見坂Ⅱ (1)』 鹿角市2005年

物見坂 n 十和国鈴木事物見坂 集落 竪穴住居 平安

泉森 I +和 国錦木字泉森 集落・古墳 鹿角市 『鹿角市史 I』  1982年

泉森コ 十和国錦木宇泉森 平安

鹿角沢コ 十和国花輪宇鹿角沢 集落 堅穴住居 平安 本報告書

枯草坂 I 十和国鈴木字枯草坂 古墳群 古墳・ 勾玉 奈良修介 『秋田県の考古学』1964年 剖‖弘文館

月ヽ掟指館跡 花輪年平元吉館 館跡・集落 竪穴住居 館跡 奈良 中世 鹿角市44 『小枝指館跡発掘調査報告書』1992年

鳥野 花輸字鳥野 堅刺 主居 平安 秋口県49 『鳥野遺跡発掘調査報告書』1978年

涼日平IV 花綸字源日平 集落 堅穴住居 奈良末期 秋田県49 『鳥野遺跡発掘調査報告書』1978年に収録

新斗米館跡 花輪字新斗米 館跡 集落 竪穴住居 館跡 平安 中世 鹿角市 14 『新斗米館跡第 1次発掘調査報告書』 1980年

23 小平館跡 花輸字下モ館 堅穴住居 館跡 平安・中世 鹿角市30 『鹿角の館 (5)月 平ヽ館跡』1986年

高市向館跡 花綸字高市向 館銹・集落 堅穴住居 館跡 平安 中世 鹿角市22 『高市向館跡発掘調査報告書』 1982年

万谷野館跡 花輪宇万谷野 館 跡 中世 鹿角市30 『鹿角の館 (5)万谷野館跡』1986年

高市鮨跡 花輪字高市 館跡 館跡 中世 鹿角市 30 『鹿角の館 (5)高市館跡』1986年

餅野Ⅵ 花綸字餅野 集落 堅穴住居 平安 十和田高等学校『山脈21』 1973年

太田谷地館跡 花輪字人口谷地 集落・ 館跡 堅穴住居・館跡 平安 。中世 秋田県172集  『太田谷地館跡』1988年

商屋館跡 環状列石 館跡 環状列石 館跡 縄文後期・中世 秋田県198集  『高屋館跡』1990年

物見坂 I 十和国鈴木字物見坂 古墳群 古墳 平安 鹿角市86 『物見坂Ⅱ (2)・ 物見坂I』 2006年

第2表 周辺の遺跡一覧表
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場を作 り出していたこと」などが分かっている。

江戸時代に入ると政情も安定し、柏崎館跡 (ヽ 6)に毛馬内通代官所、花輪館跡 (花輪小学

校)に花輪通代官所が置かれる。毛馬内地区は鹿角街道 (大館市田代～毛馬内～花輪～岩手県

盛岡市)・ 濁川街道 (毛馬内～青森県碇ヶ関)。 来満街道 (毛馬内～大湯～青森県八戸市)が交

差する交通の要所でもあった。

(藤井安正 )

4 遺跡の層序

ここでは、表土から申ヶ野軽石質火山灰層と考えられる黄褐色火山灰層までについて記載す

る。それ以下の地層については先に述べたとおりである。

第 I層は大湯浮石層までの堆積層で、暗褐色土である。そのほとんどが耕作土で、植物根の

混入が見られる。

第Ⅱ層はにぶい黄橙色や明黄褐色の浮石層で、十和田 a降下火山灰である。約1,000年前の

十和田湖の噴火によって噴き上げられた降下軽石と考えられている。本層は、浮石粒の大きさ

や色調などから2層 (Ⅱ a、 Ⅱb)に分層できる。

第Ⅲ層は十和田 a降下火山灰から地山直上の暗褐色土 (Ⅳ層)ま での黒色または黒褐色の土

層である。色調や堅さなどから4層 (Ⅲ a～Ⅲ d)に細分される。

第Ⅳ層は地山直上 (下位火山灰)の層で、暗褐色でわずかに粘性があり、しまりのある層で

ある。

第V層 は先に述べたとおり、申ヶ野火山灰層と考えられる黄褐色の火山灰層である。本層は

上位に堆積する十和田 a降下火山灰層に対比していることから「下位火山灰」、あるいは関東

ローム層に相当するところからロームと呼ばれているものである。本報告書では、本層を「V

層」以外に「地山」と表現している。

(三浦貴子)
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第Ⅱ章 調査の概要

1 調査要項

1.遺  跡  名  特別史跡大湯環状列石 (遺跡番号123)

2.所  在  地  秋田県鹿角市十和田字万座、字野中堂、字一本木後ロ

3.史 跡 指 定  史跡指定年月日 史 跡 指 定 昭和26年 12月 26日

特別史跡指定 昭和31年 8月 15日

史跡指定面積 249,833:60ゴ

4.調査対象面積  25,700ゴ

5.発掘調査面積   1,340ポ

6.調 査 期 間  発 掘 調 査 平成18年 8月 17日 ～平成 18年 12月 12日

整理報告書作成 平成18年 10月 12日 ～平成19年 3月 30日

7.調 査 主体者  鹿角市教育委員会

8.調 査 担 当者  鹿角市教育委員会生涯学習課 文化財班長 藤 井 安 正

主   事 二 浦 貴 子

9.調 査 参加 者  調 査 指 導 榮   一 郎

(秋田県教育庁生涯学習課文化財保護室副主幹 )

調 査 員 鎌 田 健 二 (秋田県立十和田高等学校 校長 )

山 谷 昌 久 (鹿角市立人幡平中学校 教諭 )

調査補助員 武 田 正 美

作 業 員 兎沢サツ子、柳舘 愛子、関  イサ、田中美千栄、

日中 栄子、成田由紀子、三浦 茂雄、大森 勝次、

佐藤 一祐、石川 二郎、黒沢 陸雄、兎沢 優子、

兎沢寛地子、黒沢 珠子、湯瀬 晴子、成田 則子、

カロ賀ユキ子、湯瀬  トキ、黒沢 文子、福島美紀子、

田中 辰美、工藤 幸江、大森みどり、三ヶ田さゆり

10.事  務  局  鹿角市教育委員会生涯学習課

生涯学習課 課   長 相 馬 田 富

文化財FJI長 藤 井 安 正

主  事 田 村 信 仁

主  事 二 浦 貴 子

11.協 力機 関等  文化庁文化財部記念物課、秋田県教育委員会、
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秋田県埋蔵文化財センター、秋田県立博物館、

岩手県立博物館、北上市埋蔵文化財センター、

2 調査の目的

昭和48年～51年の分布調査により万座・野中堂環状列石の他に遺構や遺物が広く分布 (大湯

環状列石周辺遺跡)することが知られていた。鹿角市では広範囲に分布する遺構の形態、性格、

構築時期並びに環状列石との関連の解明を主目的に昭和59年度より発掘調査を継続している。

昭和59年度から61年度は一本木後口配石遺構群、62年度から63年度は万座環状列石の北西～西

側隣接地、平成元年度から2年度には同列石の北側台地縁辺部、平成 3年度には万座環状列石

の南側に所在する配石遺構群の調査を行つた。

平成 2年 3月 に周辺遺跡のほとんどが特別史跡に指定されたことから、 3年度から追加指定

地の公有化を開始、 4年 3月 には「特別史跡大湯環状列石環境整備基本構想」をまとめるに

至つた。

この「基本構想」を背景に平成 4年度からは史跡の環境整備を進めるため、直接的な資料を

得る目的で発掘調査を継続した。

環境整備の年次計画を考慮し、第 I期環境整備計画地である万座環状列石、野中堂環状列石

周辺の順に行 うことにし、 4年から10年には万座環状列石隣接部及び同列石北側地区、11年か

ら13年にかけて野中堂環状列石隣接部の発掘調査を実施した。

平成 10年度から14年度には第 I期環境整備として、万座・野中堂環状列石周辺地域の遺構や

自然環境復元、さらに史跡北西側隣接地にガイダンス施設 (大湯ス トーンサークル館)の建設

を行つた。

平成14年度からは第Ⅱ期環境整備計画地である史跡西側に調査区を移し、遺構の分布、地形

と基本層序の観察を目的に行い、16年度で同計画地内の発掘調査を終了している。

平成17年度からは第Ⅲ期環境整備計画地である史跡東側に調査区を移している。一本木後ロ

配石遺構群の広がりとその他の遺構の分布状況、地形と基本層序の確認を目的に17年度には一

本木後口配石遺構群南側地区、本年度は同遺構群北側の発掘調査を行つた。

第 1次から第22次発掘調査の成果については、第 1表に示した。

(藤井安正)

3 調査方法

グリッドは、第 1次発掘調査以来のグリッドを延長した。 N-49° ―Wを基準とした 5m四

方のグリッドとし、グリッドの名称はアルファベッドと算用数字を組み合わせ、西側の杭をも

つてグリッド名とした。

一-13-―
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発掘は遺跡の保存を第一に考え、 トレンチ方法を基本としたが、必要に応じて拡張すること

とした。 トレンチの設定場所については一本木後口配石遺構群の分布状況、地形を考慮したほ

か、ボーリンク探査 (40cmメ ッシュ)を行い、確実に遺構を捉えるようにした。

表土については重機で除去、Ⅱ層 (大湯浮石層 :十和田a降下火山灰)以下については人力

による分層発掘とし、極力上面での遺構確認に努めた。

確認された遺構については発見I頂・遺構ごとに番号を付したが、精査途中で遺構として認定

できなかったものについては欠番とした。

遺構の実測図作成はグリッド杭を利用し、簡易遣り方測量により、縮尺 1/10、 1/20で図

化した。なお、現地で作成した実測図については報告書作成段階で写真や調査員メモをもとに

修正をカロえて、 トレースを行つた。

遺物の取り上げについては、出土遺物については出土地点 。出土レベル等の記録を取り、取

り上げるようにした。

写真撮影については、一眼レフカメラ2台 とデジタルカメラを使用し、調査の過程や遺物出

土状況等を記録した。

4 調査経過

大湯環状列石第23次発掘調査は平成18年 8月 17日 より開始し、1,340ポ の調査を終了したの

は12月 12日 であつた。以下、調査日誌に基づき調査経過の概要を述べる。

8月 17日 、調査作業員に調査の目的・方法を説明し、事務連絡を行つた後、重機により表土

除去の終了した西側の トレンチから掘り下げ始める。Ⅱ層以下を層位的に掘り下げ、各層上面

での遺構確認を行なった。一本木後口配石遺構群の隣接地で トレンチ設定のされていない区域

については、40clll間隔にハンドボーリング探査を行い、配石遺構の検出に努めた。昨年度の第

22次調査の際もそうであつたが、 I層が厚くて堅い上にⅡ層の残 りがよかったため、ボーリグ

棒がⅡ層面で阻まれ、下層の石を探査することに非常に苦労した。

調査開始から9月 上旬までは雨が多く、作業は難航する。 9月 8日 、ハンドボーリング探査

によつて石が確認されていた箇所を掘 り下げ、配石の一部とみられる石を確認する。検出され

た地点は一本本後口配石遺構群との隣接地にあたる。その後、第 1号配石遺構の東側からもう

1基の配石遺構が確認された。また、調査区北東側では上面に十和田 a降下火山灰が堆積した

竪穴住居跡が検出された。

10月 3日 、 4日 には大湯環状列石環境整備検討委員会が開催され、検出された配石遺構や竪

穴住居跡などについて、今後の調査の進め方などのご指導をいただいた。

その後、調査区東側で検出されていた竪穴住居跡の精査を行つたところ、床面から多量の炭
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化材が確認された。住居の中央部を中心に壁に向かつて放射状に残る状態が確認され、焼失家

屋と考えられる。 10月 は、一本木後口配石遺構群との隣接地を中心に石の抜き取り痕の有無を

調査すると同時に、昨年度配石遺構が検出された箇所と一本木後口配石遺構群との間について

も配石遺構の検出に努めた。また、調査区北東端で新たに竪穴住居跡が 2軒検出された。

11月 に入り、天候が崩れる日が多くなる。調査区北東端で検出された竪穴住居跡の精査を行

うとともに、住居跡に隣接する土盛 りの調査を行 う。調査区北東端については、古い資料に土

盛りが多くあったという記述があり、古代の円墳である可能性が考えられたため、土盛 りに小

トレンチを設定し、調査を行つた。

当初の設定よりもトレンチが拡張されたため、重機による埋め戻し日数を考え、11月 中旬か

らは精査 。図面作成を行いながら、調査が完了した箇所については人力で埋め戻しを行つた。

11月 末には重機により調査区の大部分を埋め戻すも、配石遺構周辺などの図面が間に合わず、

埋め残す。12月 に入り、雪が降り始める中、図面作成の後、人力で埋め戻すという必死の作業

が続く。

12月 12日 、現場でのすべての作業を終了し、現場を撤収した。

1月 25日 、26日 には第 2回大湯環状列石環境整備検討委員会が開催され、第23次発掘調査の

成果について報告を行つた。

なお、平成 19年 1月 27日 。28日 、秋田県埋蔵文化財センター主催の「平成18年度秋田県埋蔵

文化財発掘調査報告会」で調査成果の一部を紹介したほか、 2月 3日 に開催された大湯ス トー

ンサークル館事業 「縄文に学ぶ」において調査成果を発表した。

(三浦貴子 )

―-17-



第Ⅲ章 A6区、A7区検出遺構と出土遺物

1 縄文時代の遺構と遺物

A6区、A7区において、確認された縄文時代の遺構は配石遺構 3基、焼土遺構22基である。

い)配石遺構

A6区、A7区において、 3基の配石遺構が検出された。

第 1号配石遺構 (第 7図 )

調査区西側、一本木後口配石遺構群との隣接地にあたるS-19、 20グ リッドに位置す

る。ハンドボーリング探査により、配石の一部を確認し、その後掘り下げてⅢ d層面に

おいて配石全体を確認 した。中央で斜めに傾いている 2つの石は、もともとは立石で

あつたものが、耕作の際に機械等で動かされたとみられ、ひどく傷ついているようすを

みることができる。その他の石は動かされずに残っているが、配石の構成を分類するこ

とはできなかつた。配石を中心に地山が多量に混じる楕円形のプランが確認され、下部

土坑の存在が考えられる。
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第 7図 第 1号配石遺構実測図
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周辺から縄文が施文された小破片の土器が出土した。

本遺構の構築時期は、周辺の出土遺物や層位から縄文時代後期と考えられる。

第 2号配石遺構 (第 8図 )

調査区西側、一本木後口配石遺構群との隣接地にあたるR-20グ リッドに位置する。

ハンドボーリング探査によリー部を確認し、 トレンチを拡張することによつて全体を

確認した。構築層はⅢ d層面である。南西の 2つの石は明らかに動かされており、石の

下に十和田a降下火山灰が混入しているようがみてとれる。東側の石は動かされてはい

ないが、配石の構成を確認することはできなかつた。抜取痕や下部土坑の痕跡もみるこ

とはできなかった。

周辺から縄文が施文された小破片の土器が出土した。

本遺構の構築時期は、周辺の出土遺物や層位から縄文時代後期と考えられる。

第 3号配石遺構 (第 9図 )

調査区南西側、昨年度調査区と一本木後口配石遺構群 との中間地点にあたるP-141

グリッドに位置する。Ⅱ層面で一部の石を確認し、Ⅲ d層面で全体を検出した。西側の
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第 8図 第 2号配石遺構実測図
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第 9図 第 3号配石遺構実測図

石は動かされており、石の下に十和田 a降下火山灰が混入している。その他の石は動か

されていないが、配石の構成を確認することはできなかった。動いていない東側の石の

間に、地山を多量に含んだ楕円形のプランを確認した。下部の調査は行わなかったため

不明であるが、下部土坑または風倒木痕の可能性がある。

周辺から遺物の出土はみられなかつたが、本遺構の構築時期は、層位から縄文時代後

お

く‐
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期と考えられる。

(2)焼土遺構

A6区、A7区において、22基の焼土遺構が確認された。

第 1号焼土遺構 (第 10図 )

調査区西部、U-19、 20グ リッドに位置し、Ⅲ b層面で確認した。焼土および焼土粒

を含む範囲は450cm× 200cmを測 り、焼土は全体に点在し、30cm～44cmを測る。遺物は出

土しなかった。

第 2号焼土遺構 (第 10図 )

調査区西部、V-22グ リッドに位置し、Ⅲ a層面で確認 した。焼土および焼土粒を含

む範囲は1 12clll× 78cmを測 り、焼土は中央部に位置し、34clll× 22cmを 測る。遺物は出土

しなかつた。

第 3号焼土遺構 (第 10図 )

調査区西部、R-19グ リッドに位置し、Ⅲ b層上面～中位で確認 した。焼土および焼

土粒を含む範囲は104clll× 82cIIlを測り、焼土は中央に位置し、82cIIl× 40cIIlを測る。遺物

は出土しなかった。

第 4号焼土遺構 (第 10図 )

調査区西部、Q-19グ リッドに位置し、Ⅲ a層上面で確認した。焼土および焼土粒を

含む範囲は136clll× 1 18clllを測り、焼土は 2ヶ 所に点在し、60cIIl× 20cmを測る。遺物は出

土しなかった。

第 5号焼土遺構 (第 10図 )

調査区西部、Q-19グ リッドに位置し、Ⅲ a層中位～下面で確認 した。焼土および焼

土粒を含む範囲は142cm× 120clllを測 り、焼土は北西側に位置し、1 18clll× 32clllを測る。

遺物は出土しなかった。

第 6号焼土遺構 (第 10図 )

調査区西部、Q-19グ リッドに位置し、Ⅲ d層上面で確認した。焼土および焼土粒を

含む範囲は118clll× 100clllを測り、焼土は中央に位置し、62cm× 44clllを測る。遺物は出土

しなかつた。

第 7号焼土遺構 (第 10図 )

調査区西部、T-19グ リッドに位置し、Ⅲ b層上面で確認した。焼土および焼土粒を

含む範囲は72clll× 96clllを 測り、焼土は南寄りに位置し、22clll× 26clllを 測る。遺物は出土

しなかった。
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第 8号焼土遺構 (第 10図 )

調査区中央部、 Z-24グ リッドに位置し、Ⅲ a層中位で確認した。焼土および焼土粒

を含む範囲は74clll× (56)clllを測 り、焼土は中央に位置し、30clll× 28clllを 測る。遺物は出

上しなかつた。

第 9号焼土遺構 (第 10図 )

調査区中央部、Z-24グ リッドに位置し、Ⅲ d層 中位で確認 した。焼土および焼土粒

を含む範囲は128cm× (98)cmを測 り、焼土は南寄りに位置し、32clll× (28)cmを 測る。遺

物は出土しなかった。

第10号焼土遺構 (第 10図 )

調査区中央部、 Z-24、 25グ リッドに位置し、Ⅲ d層 中位で確認した。焼土および焼

土粒を含む範囲は144clll× (146)cmを測 り、焼土は中央に位置し、50clll× 44cmを測る。遺

物は出土しなかつた。

第11号焼土遺構 (第 10図 )

調査区中央部、Z-25グ リッドに位置し、Ⅲ d層 中位で確認 した。焼土および焼土粒

を含む範囲は100cm× (70)cmを測 り、焼土は中央に位置し、44cm× (58)clllを 測る。遺物

は出土しなかった。

第12号焼土遺構 (第 11図 )

調査区西部、T-27グ リッドに位置し、Ⅲ d層面で確認した。焼土および焼土粒を含

む範囲は120clll× (80)clllを 測り、焼土は中央に位置し、42clll× (50)cmを 測る。遺物は出

土しなかつた。

第13号焼土遺構 (第 11図 )

調査区西部、T-25グ リッドに位置し、Ⅲ d層面で確認した。焼土および焼土粒を含

む範囲は94clll× 108cmを 測 り、焼土は中央に位置し、66clll× 48cmを 測る。遺物は出土し

なかった。

第14号焼土遺構 (第 11図 )

調査区南部、AB-6グ リッドに位置し、Ⅲ b層上面で確認した。焼土および焼土粒

を含む範囲は234cm× (160)clllを測り、焼土は東寄りに位置し、 1 10clll× 62clllを測る。遺

物は出土しなかつた。

第15号焼土遺構 (第 11図 )

調査区南部、AD-20、 AE-20グ リッドに位置し、Ⅲ a層 中位で確認 した。焼土お

よび焼土粒を含む範囲は164cll× 1 76clllを測り、焼土は中央に位置し、34cnl× 86clllを 測る。

遺物は出土しなかった。
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第16号焼土遺構 (第 11図 )

調査区南部、AE-23グ リッドに位置し、Ⅲ d層面で確認した。焼土および焼土粒を

含む範囲はH4clll× 70clllを測り、焼土は中央に位置し、82cm× 50clllを測る。遺物は出土

しなかった。

第17号焼土遺構 (第 11図 )

調査区中央部、AF-24グ リッドに位置し、Ⅲ d層面で確認した。焼土および焼土粒

を含む範囲は (60)clll× (32)cmを 測り、焼土は中央に位置し、 (24)cm× (14)clllを測る。遺

物は出土しなかった。

第18号焼土遺構 (第 11図 )

調査区南西部、T-1グ リッドに位置し、Ⅲ d層面で確認 した。焼土および焼土粒を

含む範囲は154clll× H2clllを測り、焼土は中央に位置し、24clll× 30cmを測る。遺物は出土

しなかつた。

第19号焼土遺構 (第 11図 )

調査区南西部、 S-1グ リッドに位置し、Ⅲ d層面で確認した。焼土および焼土粒を

含む範囲は172clll× 124clllを測 り、焼土は西寄りに位置し、40cIIl× 44cIIlを測る。遺物は出

土しなかつた。

第20号焼土遺構 (第 11図 )

調査区南西部、 S-1グ リッドに位置し、Ⅲ d層面で確認 した。焼土および焼土粒を

含む範囲は64cln× 82clllを測り、焼土は西寄りに位置し、22clll× 36cnlを 測る。遺物は出土

しなかった。

第21号焼土遺構 (第 11図 )

調査区南西部、 S-1グ リッドに位置し、Ⅲ d層面で確認した。焼土および焼土粒を

含む範囲は100cm× 76clllを測り、焼土は北寄りに位置し、20clll× 34clllを 測る。遺物は出

土しなかつた。

第22号焼土遺構 (第 11図 )

調査区南西部、 S-1、 T-1グ リッドに位置し、Ⅲ d層面で確認した。焼土および

焼土粒を含む範囲は122clll× 202clllを浪1り 、焼土は西寄りに位置し、60cm× 70cmを測る。

遺物は出土しなかった。

(3)遺構外出土遺物

遺構外より出土した遺物は、縄文土器破片1,099点、石器26点である。
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① 土 器 (第 12図～第19図 )
本調査区からは、1,099点の縄文土器破片が出土した。

後期初頭から中葉の土器

1類 :隆線文・隆沈文の土器 (1～20)

沈線文のみで文様構成されている土器を一括した。調査区西部からの出上が目立つ。深

鉢形土器が多くみられる。隆帯をもち、沈線で区画しているものもみられる。焼成は良好

で、色調は浅黄橙色を呈するものが多い。

2類 :帯縄文の土器 (34～ 73)

帯縄文が施文された土器を一括した。破片が小さく、器形や文様構成が明確でないもの

が多いが、曲線文や入り組み文がみられるものもある。焼成は良好で、色調はにぶい黄橙

色、浅黄橙色を呈する。

3類 :沈線文の土器 (21～ 33)

地文上や無文化された器面に沈線文を施文するものを一括した。

4類 :幾何学文が施文された土器 (74・ 75)

幾何学文的な文様、内部に細縄文を充填したものを一括した。

5類 :縄文の上器 (76～ 134)

無節、単節縄文を施文した土器を一括した。深鉢形土器が多くみられる。日縁部と胴部

の間を縄文圧痕によつて区画しているものもみられる。焼成は良好で、にぶい黄橙色や浅

黄橙色を呈するものが多い。

6類 :撚糸文の土器 (135～ 149)

撚糸文、網目状撚糸文、連鎖状撚糸文が施文された土器を一括した。深鉢形土器が大半

を占める。焼成は良好で、浅黄橙色、にぶい黄橙色を呈する。

7類 :条痕文の土器 (151～ 156)

条痕文を施した土器である。本調査区から出土したものはすべて縦位方向の施文である。

焼成は良好で、色調は灰褐色や灰黄褐色を呈する。

② 石 器 (第26図～第27図 )

本調査区からは、8点の石器が出土した。いずれも調査区西側からの出土である。 1～ 7は

掻器、8は凹石で両面に磨痕がみられる。

石質は、 1～ 7が硬質頁岩、 8が石英安山岩である。
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第24図  出土土器 (13)

2 弥生時代の遺構と遺物

A6区、A7区において、遺構は確認されなかったが、調査区中央部において弥生土器破片

が出土した。

い)遺構外出土遺物

遺構外より出土した遺物は387点である。調査区中央部の台地縁辺部でまとまって出土した。

1類 :撚糸文が施された土器 (第 20図 157～第24図260)

細かい撚糸文が施された土器を一括した。 158、 177～ 188、 204は、細かい撚糸文とと

もに綾絡文が施されている。全体に器壁は薄く、堅いのが特徴である。口縁部に撚糸文

を施し、沈線で区画するものや撚糸の向きを変え、交差させるように文様を施している

ものもみられる。

焼成は良好で、色調は浅黄橙色・にがい黄橙色・灰白色を呈する。

本類は、小坂 X式に比定されるものと考えられる。
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3 歴史時代の遺構と遺物

A6区、A7区において確認された歴史時代の遺構は、竪穴住居跡 3軒である。

0)竪 穴住居跡

A6区、A7区において、 3軒の竪穴住居跡が検出された。

第 1号竪穴住居跡 (第28～29図 )

(遺構の位置と確認〉調査区北東部のZ-31グ リッドに位置する。Ⅲ a層面で円形に堆積

した十和田 a降下火山灰を確認 した。

(重複関係〉他遺構との重複はない。

(平面形・規模)遺構の一部は トレンチ外に延びているが確認された範囲では方形のプラ

ンを呈すると考えられる。確認された遺構の規模は北壁 (2.2)mを測る。

(堆積土〉 2ブロックに区分される。 1層に地山小ブロックが混入していることから、人

為堆積と考えられる。上面には十和田 a降下火山灰が堆積 している。 (Ⅱ aoⅡ b

層 )

(床面 。壁〉V層である地山を掘り込み、床面としている。壁は外反して立ち上がり、壁

高は58clllを 測る。床面には一面に炭化材が残 り、焼失家屋と考えられる。炭化材は、

住居の中央から放射状にのびている。

(柱 穴)本遺構に伴 う柱穴は、遺構内・周辺にも確認されなかつた。

(カマ ド)ト レンチ内ではカマ ドは確認されなかった。遺構が トレンチ外に延びているこ

とから、未調査区域にカマ ドがあるものと考えられる。

〈出土遺物〉本遺構内から遺物は出土しなかった。

〈構築時期〉埋土の上面に十和田 a降下火山灰が堆積していることなどから、本遺構は平

安時代前半に構築され、十和田 a降下火山灰が降下する直前の10世紀初頭に廃棄さ

れたと考えられる。

第 2号堅穴住居跡 (第30図 )

(遺構の位置と確認〉調査区北東部のAL-27グ リッドに位置する。Ⅲ a層面で十和田 a

降下火山灰の堆積を確認した。遺構の大半は トレンチ外に延びている。

(重複関係)他遺構との重複はない。

(平面形・規模〉方形を呈するとみられる。遺構の大半は トレンチ外に及ぶが、確認され

た規模は南壁 (1.9)mを測る。

(堆積土〉 1ブロックの堆積である。自然堆積と考えられる。上面には十和田 a降下火山

灰が堆積している。
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Sl-1 土層
1黒褐色土(10YR3/2)地 山粒少量混入 地山小プロ

ック少量混入 かたくしまる

2黒色土(10YR2/1)焼 土粒・炭化粒微量混入 しまる

第28図  第 1号竪穴住居跡実測図
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第29図 第 1号竪穴住居跡・炭化物出土状況

(床面 。壁〉V層である地山を掘 り込み、床面としている。壁はほぼ垂直に立ち上がり、

壁高は52clllを 測る。

(柱 穴〉本遺構に伴 う柱穴は確認されなかった。

〈カマ ド〉 トレンチ内ではカマ ドは確認されなかつた。

(出土遺物〉本遺構内から遺物は出土しなかった。

(構築時期〉遺構上面に十和田 a降下火山灰の堆積が認められることから、本遺構は平安

時代前半に構築され、十和田 a降下火山灰の降下直前の10世紀初頭に廃棄されたも

のと考えられる。
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第 3号竪穴住居跡 (第30図 )

(遺構の位置と確認〉調査区北東部のAM-28グ リッドに位置する。Ⅲ a層面で十和田 a

降下火山灰の堆積を確認した。遺構の一部は トレンチ外に延びている。

(重複関係〉他遺構との重複は認められなかった。

(平面形・規模〉方形を呈するとみられる。遺構の一部は トレンチ外に及ぶが、確認され

た規模は、南壁 (1.7)mを測る。

(堆積土〉 3ブロックに区分される。 1・ 2層 には地山ブロック粒が混入していることか

ら、人為堆積と考えられる。 2層 には炭化粒の混入もみられる。 3層はカマ ドから

流出した粘土層とみられる。

(床面・壁〉V層である地山を掘り込んで、床面としている。壁は外反して立ち上がり、

壁高は43cmを測る。床面には一部炭化材が認められた。

〈柱 穴〉本遺構に伴 う柱穴は確認されなかつた。

(カマ ド〉 トレンチ内ではカマ ドは確認されなかったが、南西側に焼けた石があり、粘土

の混入もみられることから、南壁の トレンチ外に延びている南西端にカマ ドが構築

されている可能性が高い。

Si-2土層
1黒色土(10YR2/1)地山粒微量混入 やや軟弱

S:-3土 層
1 黒褐色土(10YR2/2)地山粒少量混入 地山プロック粒少量混入 しまる
2黒褐色土(10YR2/2)地山粒多量混入 地山小プロック粒少量混入

炭化粒・焼土粒多量混入

3褐色土(7 5YR4/4)焼けた粘土しまる   0           1m

―
第30図 第 2号・第 3号竪穴住居跡実測図
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〈出土遺物〉遺構内南西側から土師器甕の破片、ロクロ成形土師器杯の破片などが出土し

た。

(構築時期〉遺構上面に十和田 a降下火山灰が堆積していることや、出土遺物などから平

安時代前半に構築され、十和田 a降下火山灰が降下する直前の10世紀初頭に廃棄さ

れたものと考えられる。

(三浦貴子 )
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第Ⅳ章 分析と考察

鹿角市内の奈良・平安時代の竪穴住居

1 はじめに

い)歴史時代の遺構の発見と紹介

鹿角市内に所在する奈良・平安時代の遺跡が始めて紹介されたのは枯草坂古墳である。枯草

坂古墳は明治34年 12月 、佐藤定吉氏によつて発見され、大正元年には県史編纂主任の長井行氏、

大正 8年には毛馬内出身で東洋学の権威である内藤湖南氏が現地踏査を行つている。この古墳

の構造については大正 2年、高橋建自氏が『考古学雑誌 3巻 8号』において発表 し、「り|1原石

積石の円墳であること、伴出遺物から奈良時代末から平安時代初頭のもの」と報告している。

枯草坂古墳から出土した勾玉 。ガラス玉などの遺物について国立東京上野博物館が保管してい

るほか、その後同地より出土したものについては秋田県立博物館、鹿角市教育委員会がそれぞ

れ保管し、県・市指定文化財となっている。

市内において初めて奈良 。平安時代の竪穴住居跡が発掘調査されたのは菩提野遺跡である。

この遺跡は、昭和26年 。27年の両年にわたり文化財保護委員会 (現 文化庁)が行った 「大湯

町環状列石」の発掘調査 (いわゆる国営調査)の一環として実施したもので、その目的は「環

状列石の構築時期解明」であつた。大湯環状列石については文化財保護委員会刊行の『大湯町

環状列石』や鹿角市教育委員会が昭和59年度 (第 1次調査)から平成15年度 (第20次調査)に

かけて行つた発掘調査をまとめた『特別史跡 大湯環状列石 (I)』 に詳しいが、菩提野遺跡の

調査は「大湯町環状列石」の影に隠れ、あまり注目を浴びることはなかった。

同報告書によると、昭和21年、後藤守一氏 。江坂輝弥氏が大湯町環状列石の調査をしている

際に「竪穴跡群がある、土師器を出土する。その年代が奈良時代前後のものであるらしい」こ

とを見学者から聞き、国営調査時に実現させたものである。

この遺跡は木村善吉氏にすでに紹介されていたらしく、それによると12個の竪穴が群をなし

ていたということである。 しかし、昭和21年時点で確認できたのは 6個で、そのうちの第九号

竪穴跡とした住居を国営調査時に精査している。当時、竪穴は現地形においても大きな窪みと

して確認され、これを覆 うように大湯浮石の堆積層が認められたと報告している。竪穴の形態

は方形を呈し、南壁にカマ ドがつくられたものであることが判明、ここで初めて鹿角市内での

奈良 。平安時代の竪穴住居跡の構造が明らかにされた。

その後、鹿角市内の発掘で奈良 。平安時代の住居跡の発見は昭年の「鳥野遺跡」や 「源田平

遺跡」の調査を待たなくてはならず、昭和54年以降の東北縦貫自動車道路建設に伴 う発掘調査

やその他の開発事業 。学校建設などによつて爆発的に検出例を増していった。
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これまでの調査によつて当該時期の住居跡が確認された遺跡は46遺跡にも及び、その検出

棟数は443棟 となつた。

(2)時代背景

奈良時代後半になると鹿角は、律令国家の発展と共にその支配下に置かれはじめ、その影響

を受けた文化が伝播される。

その代表的なものが鹿角市八幡平字小豆沢地区に鎮座する「大日霊貴神社 (大 日堂)」 に伝

わる「大日堂舞楽」である。この大日堂は養老 2年 (714)に再建されたものといわれ、この

とき都から出向いた楽人によつて神楽が伝えられたといわれている。周辺地域 4集落によつて

保存・伝承され昭和51年 5月 に「国指定重要無形民俗文化財」となっている。

また、時期が下り平安時代に及ぶと歴史書に鹿角 (上津野と書き記される)の名が見え始める。

『 日本後記』によると、811(弘仁 2)年 3月 20日 に、陸奥出羽安察使 文室綿麻呂は「爾

薩確・幣伊」の討伐を計画し、爾薩確の餘詳60余人を殺害したとされている。この爾薩催は現

在の岩手県二戸市仁左平付近と考えられ、餘詳とは残党という意味合いからすると餘藤殺害の

地は米代川上流 。安比川上流の範囲である鹿角を示すものと考えられる。

『 日本三代実録』によると、878(元慶 2)年 3月 15日 、帰I贋 した蝦夷が秋田城やその周辺

で民家を襲撃したことに端を発した「元慶の乱」では、政府は秋田城平定を目的に小野春風を

陸奥鎮守将軍として出兵させた。その途中「上津野村」に入 り夷件を説得し、その後秋田営に

入り鎮静した。このときに利用された街道は「陸奥路」といわれており、その街道筋が安比川

。米代川上流域にあたる。これが近世においては「鹿角街道」として、さらに現代に至っては

「国道282号線」として整備されていつたものと考えられる。

また、同年 7月 10日 の条に「秋田城下賦地」の記載がある。火内・野代 。河北 (第 31図 )と

ともに「上津野」の地名も12カ村のうちの一村として書き記されている。さらに大湯環状列石

がのる台地先端にある枯草坂古墳に隣接して「泉森」という地名が残されている。市史による

と明治 9年に「蝦夷森を泉森と改名」したという記載がある。

このように歴史書や地元に残された地名から奈良時代後半、鹿角は蝦夷の地でありながらも、

律令文化の伝播や蕨手刀・石帯等の出土から律令体制に徐々に組み込まれていく過渡期とみる

ことができる。

2.鹿角の自然環境

い)地 形

鹿角市は北東北のほぼ中央、日本海に注ぐ米代川上流域に位置し、北に国立公園十和田湖、

南に人幡平を配し、自然に恵まれた地域である。
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饂渕 炎照

地名対照

上津野=鹿角市

火 内=大館市・比内町
橿 渕=鷹巣町
河 北=琴丘町・山本町
大 河二人郎潟町
姉 刀=五城目町
堤  三井り|1町
方 口=若美町
腋 本=男鹿市
方 上=昭和町・天王町
焼 岡=秋田市金足
※ 合併前の地名を使用

蕨手刀出土遺跡

1:えぞが台古墳……1本
2:脇本飯町  ……1本
3:岩野山古墳群……2本
4:久保台古墳 ……2本
5:湯の沢 F‐25墓 …1本
6:小阿地古墳群……1本
7:石森(上中村)……1本
8:物見坂 I遺跡……2本

※新野直吉「古代史上の
秋田』に加筆

第31図 元慶の乱当時の蝦夷の村

鹿角盆地を貫流する米代り||は奥羽山脈の一峰である四角岳に水源を発し、岩手県安代町田山

地区を抜け、鹿角市八幡平地区に出る。ここで熊沢り||を合流し、流れを北に向け、毛馬内地区

で大湯川 。小坂川を合流し、その流れをさらに西に向け、大館盆地へと向う。

盆地を一望するとこれら米代川、大湯川等の大きな河川とこれらの支流が 「鹿の角」のよう

に入り組みながら流れており、その様子が地名になったという説もある。これらの河り||の浸食

によりつくり出され、舌状台地は盆地東側の奥羽山脈の西裾に発達し、標高150m～180mを測

る。大湯川左岸に形成された中通台地 (通称 風張台地)には特別史跡大湯環状列石や四角岳
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の西側裾野には市内でも大規模な歌内遺跡が所在する。

また、盆地西側は、森吉山を主嶺とする高森山地が縦横している。しかし大きな河り||が存在

しないためか舌状台地はほとんど存在せず、裾野先端に猫の額ほどの段丘地形が残されている

程度である。標高は200m～ 150mを測り、段丘には縄文晩期の遺跡である「東在家遺跡」が所

在する。

なお、鹿角市内の地形と地質については、本報告書第 I章 2にその概要を記載している。

(2)気 候

『秋田県史』によると秋田県全体は、「ケッペン」の気候区分では亜寒帯に近い温帯多雨気

候に属するといわれているが、ここ鹿角は亜寒帯の傾向が強いとされている。

資料的には古いが『秋田県気象65年報』によると最高平均気温は24度、最低平均気温は-3.1

度である。雪は沿岸部より多く最深降雪量は150cmである。

しかし、平成18年から19年にかけての冬期は降雪も少なく、その量は平年の約 7割程度で、

しかも冬日となる日も少なく暖冬であった。

また、風向は『鹿角市史』の資料をみると冬季には南西寄り、春～秋期には西寄りの風が多

く、年間を通して西風が多いことがわかる。平成15年 。16年の観察資料 (第 2表)がこれを物

語つている。年間を通じしかも夏場に東風 (やませ)が多いときは農作物が不作 (けがち)と

なるといわれている。

(3)遺跡を覆う堆積土

各遺跡を覆う堆積土は表土 (第 I層 )から地山までほぼ同じような堆積となっている。概ね

第 I層 :黒褐色土、第Ⅱ層 :黄褐色火山灰層、第Ⅲ層 :黒色土、第Ⅳ層 :暗褐色土 (地山まで

の漸位層)、 第V層 :黄褐色土 (基盤層)である。

黒色土中にサンドイッチ状に堆積する第Ⅱ層黄褐色火山灰層を『大湯町環状列石』では「大

湯浮石層」と命名した。地質学的には「十和田a降下火山灰」と呼ばれるもので、その降下範

囲は東北北部一円に及ぶが、特に人戸周辺に厚い堆積層を認めることができる。鹿角地域では、

噴出源に近いほどこの堆積は厚く、離れるに従ってその堆積は薄くなる傾向にある。

なお、噴火年代はこれまでの発掘調査例から平安時代中頃 。10世紀前半とされていたが、滋

賀県比叡山延暦寺の僧侶が残した『扶桑略記』の記事から、延喜15年 7月 (西暦915年 )と も

言われている。また、太田谷内館跡では、朝鮮半島 。自頭山を噴火起源とする自頭山・苫小牧

火山灰の堆積が十和田a降下火山灰の上にわずかに黒土を挟んで確認されている。

各報告書の文章 。表中で平安時代前半・後半と示しているものが見られ、これは大湯浮石降

下年を区分としたものと考えられる。
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第 3表 鹿角市の風向

※観測者及び観測地点 :鹿角広域消防組合毛馬内分署

※観察時間 :午前 9時、午後1時観察。午前 9時の風向きその日の代表的風向きとした。

※観測者及び観測地′点:鹿角広域消防組合毛馬内分署

※観察時間 :午前9時、午後1時観察。午前9時の風向きその日の代表的風向きとした。

◆平成 15年

月

風向

1

月

２

　

月

3

月

4

月

５

　

月

6

月

7

月

８

　

一月

９

　

月

１０

月

11

月

12

月

〈
口

計

割 合

%
東 1 3 2 6 3 1 1 41 11.2

南東 0 3 0 0 0 1 0 0

南 1 1 5 6 1 1 2 l 1 0 1 6.1

南西 4 4 4 1 4 1 4 10.1

西 6 9 6 30.1

北西 2 2 2 2 0 4 1 9.1

2 2 1 4 10.7

北東 1 2 4 0 0

無風 0 4 1 7 4 48 13.2

28 30 30 100.0

◆平成 16年

月

風向

1

月

２

　

月

3

月

4

月

５

　

月

６

　

月

７

　

月

８

　

月

9

月

１０

月

11

月

12

月

〈
口

計

害1合

%
東 0 1 2 0 4 5 1 2

南東 1 1 0 1 1 2 0 3 1 0 1

南 0 1 1 1 2 1 2 0

南西 3 4 4 4 2 1 11.8

西 9 7 8 140 38.3

1ヒフコ 4 4 2 1 4 32

1 3 0 1 3 4 0 24

北東 1 1 1 0 3 1 1

無風 7 2 1 5 3 7 4 10 4 6 15.7

30 30 100.0
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3 遺跡の立地と概要 (第32～ 34図 )

鹿角市内のいたるところには大小の河り||の浸食を受けて形成された舌状台地・段丘が発達し

ている。盆地東側、奥羽山脈の裾野には大きな舌状台地が、盆地西側には「猫の額」ほどの段

丘が広がっている。遺跡はその台地 。段丘の上に営まれている。

代表的な遺跡である「北ノホ I遺跡」では、次のような立地と住居配置 (第32図)と なつて

いる。遺跡の立地する台地は、奥羽山脈の一峰である四角岳の西側裾野に位置する。台地の南

側には米代川の支流である歌内沢川、北側には無名の沢が「鹿の角」のように入り込んでいる。

標高は200m～205mである。台地は台形状を呈し、南北100m× 東西60m～ 80m、 面積7,500ぷ

を測る。台地先端部から山際80m程のところに台地を区切る南北から入り込んだ沢 (報告書で

は大溝と呼んでいる)が入り込んでいる。竪穴住居は台地中央から先端に、掘立柱建物跡は台

地中央から大溝の間に多く分布している。

‐‐ヽ
ヽヽ
、＼　́　ｍ

コヽ

艶 〔 レ ー ミ

収録報告書より転載

第32図 北ノ林 I遺跡
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遺跡番号は第 4表～ 9表 に対応する。



レ

11)I

第34図  遺跡位置図 (3)
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4.遺跡占地の共通性

竪穴住居跡が確認された台地及び占地状況の共通点は次のとおりである。

① 現在の町並みが所在する沖積層よリー段高い舌状台地・段丘上に分布する。台地先端や

段丘縁に占地する。台地先端を区切るように堀や沢を入れ、集落を後方台地と分離するも

のもある。所謂「防御性集落」といわれるものが平安時代後半に姿を現す。

② 台地・段丘下に、飲料水の確保場所となる河り|はたは斜面に湧水がある。

③ 地形的な要因から景観が良い。

5.堅穴住居跡の観察

輌)平面形

確認された443棟のうち、方形を呈するものが374棟である。このほかに隅丸方形 (2棟 )、

長方形 (20棟 )、 略方形 (2棟 )、 隅丸方形 (1棟 )と報告されている。重複 。削平などによつ

て形態が不明なものが44棟で、基本的には方形を基調とする。

また、赤坂A遺跡第01号住居のように住居外に張り出した「出入 り口」的な施設を持つもの

もある。

(2)長軸規模と面積

第 9表は、長軸の規模を示したもので長軸301cm～ 500clllに 210棟 (48%)が分布するc長軸801

clllを超えるものは稀で 6棟 (1.3%)で ある。最も小さいものは柴内館跡 。第623号住居跡の225

cm、 最も大きいものは柴内館跡 。第450a・ b号住居跡の933clllで ある。

このうち奈良時代のものは、菩提野遺跡の第九号住居跡が長軸720cmと 最も大きく、それ以

外は中型のもので長軸600clllを超えるものは確認されていない。

第10表 竪穴住居跡長軸分布
(単位 :m)

軸

模

長

規

201-
300

301-
400

401-
500

501-
600

601-
700

701-
800

801-
900

901

以上

不明

計測値なし

棟数
108

(1)

102

(1)

64

(1)

34 15

(1)

67

(13)

比率 24.71 23 34 14.64 0.68 15.33

カッコ内は奈良時代の竪穴住居跡

第10表は住居床面積を示したものである。このうち262棟が記載されている。面積 11ピ～20

ピに104棟 (23.8%)を中心にその前後に集中する。最も小さいものは妻の神 I遺跡 。第132号

住居跡の5.05ピ、最大は高市向館跡 。第14号住居跡の77.1ぽである。面積記載がないが柴内館

跡 。第450a・ b号住居跡を単純計算すると推定で81ゴ、24.5坪強となる。
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歌内遺跡 。太田谷内館跡 。高市向館跡など多くの遺跡では40」以下に収まるが、北の林 I遺

跡のように41ゴを超えるものが高い割合を示す遺跡も存在する。このことからすると40ぷを境

に、それ以下を小型 。中型に、それ以上を大型、柴内館跡のように壁長 9m・ 面積80ゴ超は特

大ということができる。

第11表 竪穴住居跡床面積分布
(単位 :耐 )

積

模

面

規

10

以下

11～

20

21-
30

31～

40

41-
50

51～

60

61～

70

71～

80

81

以上

不明・計

測値なし
備   考

棟数
104

(2)

2 2

(1)

0 175

(14)

括弧内は奈良時代

の竪穴住居数

,ヒヨご 15.11 23.79 10.53 6.65 2.29 0 46 0 40.02

(3)柱配置

柱配置に関しては、基本的に次の 7つの配置 (第35図 )がみられる。

配置 1:住居四隅に柱穴が穿たれるもの。

長軸規模 3m～ 8m範囲のものに見られるが:4m～ 6五のものに集中する。中規

模なものから小規模の住居跡に使用される柱配置といえる。中ノ崎遺跡 S1117、

下沢田遺跡 S108が最大級で、中ノ崎遺跡 S1106が最小である。

2:住居四隅とその柱穴間に一個の柱穴が穿たれるもの

柴内館跡 S1450a・ 450bが最も大きく長軸9.33mを測る。長軸が4m～ 6m規模

のものに集中する。小規模なものから大規模なものに使用される柱配置であるが中

規模なものに多用される傾向にある。

3:住居四隅とその柱穴間に複数個の柱穴が穿たれるもの

用野目川向Ⅲ遺跡 S106が最も大きく長軸8.00mを測る。長軸規模 6m～ 8mに集

中し、中規模なものから大規模のものに多用される傾向にある。

4:住居四隅とその対角線上に柱穴が穿たれるもの

高市向館跡 S114が最も大きく長軸9.36mを測る。 5m以 下のものはなく9m以上

を測るものまで切れ目なく存在する。 7m規模のものに集中し、大規模なものに多

用される傾向にある。

5:対角線上に配置されるもの

地羅野館跡 S103が最も大きく長軸6.80mを測る。 4m～ 7mの 中規模でもやや大

型ものに使用される傾向にある。

6:配置 3と 配置 5の要素を持つもの

赤坂 B遺跡 S107が最も大きく長軸7.20mを測る。長軸 6m以下のものは存在しな
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い。中規模から大規模のものに使用される4LI向 にある。柱配置から最も上屋を乗せ

る構造として強固な造 りと判断される。

7:柱穴が確認されないもの。または柱穴 (柱穴状ピット)は確認されるが、配置が定

かでないもの

数量的に圧倒的に多い。上屋を持つためには柱穴は不可欠なものである。

床面や壁際で数個の柱穴が確認されるが配置が特定できないものがあり、精査の際、

見落としたものもあつたものと考えられる。

8:その他

壁外に柱を持つものがある。

第12表 柱配置ごとの数量

柱配置 配置 1 配置 2 配置 3 配置 4 配置 5 配置 6 酉己i呈 7 配置 8

棟数 9 7 5

配置 ¬ 配置 2

第35図 柱配置模式図
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第13表 住居跡の規模と柱配置

3m以下 4m以下 5m以下 6m以下 7m以下 8m以下 9m以下 9m以上 規模不明

配置 1 11 2 2 2

酉己甚塁2 6 1

配置 3 1 4 9 4 6

配置 4 2 4 3 1

酉己モ呈5 1 3 2

配置 6 1 4 2

(4)カ マ ドの位置 (主軸方向)

一棟に複数のカマ ドが付設されているものもある。最も多くカマ ドが造られた住居は下乳牛

遺跡02号住居で 4基 (期 )である。カマ ドーつ一つを一棟としてその数値を拾い上げていくと

総数456棟 となる。このうちカマ ドが併設されるもの317棟、地床炉 8棟、不明・確認できな

かつたもの131棟である。

カマ ドは壁際に位置する。柱状の川原石を袖部 。天丼部の心材とし、これに粘土を貼り付け

たものが大半を占める。煙道部は短く屋外に立ち上がる所謂「関東型」と呼ばれるものが多い。

煙道部が長く半地下式のものや トンネル式の「東北型」と呼ばれるものもあり、半地下式のも

のとしては高市向館跡第31号住居跡、 トンネル式のものは下乳牛遺跡第02号住居跡で、煙出部

には底部が欠損した甕形土器が設置されていた。

本来、壁際に付設されるものであるが、下沢田遺跡第04号竪穴住居のように煙道を持たず、

カマ ド本体のみが壁際から離れて付設されるものもある。

カマ ドの付設される位置を確認すると、南壁に付設されるものが207棟と圧倒的に多く、こ

れに見せかけの南壁 (南東壁)を加えると222棟となる。これに続くのは東壁で、西壁 。北壁

は極端に数値が/1ヽ さくなる。

集落を構成する住居跡で、最も南壁にカマ ドが付設される割合が高いのは、北の林 I遺跡・

北の林Ⅱ遺跡・赤坂A遺跡であり、まとまりを見せないのが高市向館跡・中の崎遺跡である。

これら集落の営まれた台地を観察するといずれも奥羽山脈の裾野に広がり、河川によつて形成

された西側に延びた舌状を呈する台地で、特異な地形的な変化は認められない。

以前、カマ ドが作られる位置を風向き 。規制の有無によるものか検討した。風向きについて

は平成15年 。16年 (第 2表)と 当時 (奈良 。平安時代)の風向きについては比較しようがない

が、風向きは西 。南西側が数値的に多い。単純に考えていくとカマ ド燃焼部で火が焚かれ、発

生した熱や煙は煙道 (煙突)を通り屋外と排気される。南壁にカマ ドが付設された場合、南風

が吹くと煙道にその風が入り込む可能性は高く、熱や煙は室内へと流れ込む結果となる。平成
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15年度・16年度の観察によると南風が吹く回数は少なく、このようなことからカマ ド構築場所

は風向きと関連している可能性が高い。

第14表  カマ ドの位置   上段 :棟数 下段 :割合%

東壁 南東壁 南壁 南西壁 西壁 北西壁 北壁 北東壁 床面 不 明

4

13.15 3.29 45.40 2.42 2.85 0 0.86 1.72 28.78

(5)出 土遺物

出土遺物としては、土師器、須恵器、木製品、鉄製品、石製品が出土している。

土師器には杯、甕、鍋の器形が見られる。不は非ロクロ成形とロクロ成形の二通りが見られ、

いずれにも黒色処理が施されたものもみられる。また、小平遺跡からは「寺 。日願」と墨書さ

れた不が出土しており、平安時代前半にはすでに鹿角の地に仏教が伝播していたことをうかが

い知る事ができる。甕は長月同のものとずんぐりしたものがあるほか、把手付土器がみられる。

丸底の不には長胴のもので、頸部に段を有した甕が伴つている。また、底部に特色を持ったも

ので 「砂底」と呼ばれるものも存在する。

現在、市内で最も古い時期に当たるものは物見坂Ⅲ遺跡 (鹿角市教委調査分)、 小枝指館跡

出土のものである。

須恵器には不、甕、壺、皿の器形が見られ、出土量としては甕が多いものと考えられる。歌

内遺跡からは須恵器甕胴部破片を利用した硯 1点が出土している。地羅野館跡や赤坂A遺跡か

らは「五所り|1原産」の特徴をもつたものも出土している。

木製品の出土量は極めて少なく、中の崎遺跡・下乳牛遺跡から櫛各 1点、下平L牛遺跡から皿

が出土している程度である。

鉄 。鋼製品には蕨手刀、紡錘車・刀子や帯金具がある。蕨手刀は物見坂 I遺跡で検出された

古墳周涅より出土したもので、石井分類のⅡ類にあたる。

石製品には砥石・石帯 。がある。

(6)構築 (廃棄)時期

歴史時代の遺構の構築・廃棄時期を知る上で大湯浮石層の存在がある。

大湯浮石の降下年は『扶桑略記』の記事から、延喜15年 7月 (西暦915年 )と言われており、

少しずつであるが実年代が明らかにされている。

遺構確認の際、浮石層上面で遺構確認を行 うと浮石層を切つて構築されるもの、浮石層を除

去すると窪地に浮石が堆積しているものが観察される。原則的に前者は浮石降下以後、後者は

降下前に構築されたものと判断し、前者を平安時代後半、後者を前半と表記しているものが多
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い 。

遺構の構築 。廃棄時期については、大湯浮石を鍵層としながら、出土遺物や重複関係、さら

に他遺跡の調査事例を参考に時期を決定する必要がある。

6.鹿角市内の奈良・平安時代の竪穴住居跡の特徴

鹿角市内で発見された奈良 。平安時代の竪穴住居の特徴を列記し、まとめとする。

輌)占地の共通性

舌状台地 。段丘上に所在し、しかも台地・段丘縁に占地する。現在、市街地が所在する沖積

地からは当該時期の集落は確認されていない。平安時代後半になると台地を区切るように堀を

入れ、その中で生活を営む所謂 「防御性集落」が出現する。

(2)平面形

方形を基本とする。出入り口状の施設を有するものもある。

(3)柱配置

柱配置には 8つのパターンがみられる。配置 1が最も多いが、四隅に配置された柱で上屋を

支える構造となっている。小規模な住居であれば上屋を支える強度を持つものと考えられるが

壁長が 7m以上を測るものがある。桁を支えるには柱間隔が余 りにも広く、四隅の柱間に存在

していた柱若しくは痕跡を見逃していた可能性を指摘できる。

(4)カ マ ドの位置 (主軸方向)

南壁もしくは見せかけの南壁 (南東壁 。南西壁)に付設されるものが多い。カマ ド袖の芯材

として一般的には川原石を用いている。土器破片を心材とするものや地山を掘り残し袖部とす

るものは極めて少ない。

煙道は短く壁外に短く立ち上がるものと、煙道が長くトンネル式又は半地下式のものがある。

後者には川原石や自色粘土を用いるものや煙出部に土師器甕を設置するものも見られる。数量

的には前者が圧倒的に多い。

(5)出 土遺物

遺構内 。遺構外からの出土量は他地域と比較し、少ないものと考えられるが、土師器、須恵

器、鉄・銅製品、木製品、石製品と各種である。

(6)構築 (廃棄)時期

大湯浮石層 (十和田 a降下火山灰)を鍵層としている。この鍵層があるためか時代決定は大

まかになっているところがある。土師器・須恵器の編年、他遺跡の調査事例と照らし合わせ、

時代・時期を決定していく必要がある。

(藤井安正 )
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第V章 調査のまとめ

特別史跡大湯環状列石は、鹿角市十不口田大湯字万座、宇野中堂、字一本木後口に所在する縄

文時代後期前葉から平安時代にかけての複合遺跡である。縄文時代後期前葉から中葉にかけて

は大規模な「マツリと祈りの場」として万座環状列石、野中堂環状列石を中心に、建物跡や配

石遺構群、フラスコ状土坑などのさまざまな遺構が構築されていたことが明らかとなっている。

また、史跡西側台地の縁には平安時代の集落とともに墓域が形成されたとみられ、竪穴住居跡

や円墳などが検出されている。

今年度の調査区は、史跡の北東側に位置するA6区・A7区である。史跡北東側には一本木

後口配石遺構群があり、昭和59年から3年にわたるAl区～A3区の調査で弧状に分布する配

石遺構群であることが確認されている。この 3年間の調査以来、史跡北東部については調査が

行われておらず、一本木後口配石遺構群の周辺における分布状況は不明なままであった。平成

17年には一本木後口配石遺構群の南西側の調査を行い、配石遺構 13基、配石に伴う土坑 1基、

焼土遺構40基、平安時代前半以前の道路状遺構 1条を確認した。今年度は、一本木後口配石遺

構群の北東側について、一本木後口配石遺構群の分布の有無、分布状況の確認、地形の確認を
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主な目的として調査を行つた。

調査の結果、配石遺構 3基、焼土遺構22基、平安時代前半の竪穴住居跡 3棟が確認された。

配石遺構は、いずれも一本木後口配石遺構群の隣接地′点から検出された。配石は耕作により

動かされ、その形態を分類するには至らなかつたが、構築された位置からみて、一本木後口配

石遺構群の一部と考えられる。また、隣接地点以外からの配石遺構の検出はなく、一本木後ロ

配石遺構群が史跡北東側にその分布域を広げることはないことが確認された。

調査区北東側端では、弥生土器の破片がまとまって確認された。 トレンチ設定箇所では遺構

は確認されなかったが、周辺に遺構の存在が考えられる。

竪穴住居跡は、調査区北東側の台地縁辺部で確認された。地形調査により、北東側台地縁辺

部は沢状の地形があり、斜面には湧水があることが判明した。また、平成 10年に行われた試掘

調査においても、北東側台地縁辺部から竪穴住居跡が 1棟検出されている。このことから、北

東側台地縁辺部には、沢を囲むように集落が作られていたことが確認された。史跡内では、北

側の台地縁辺部において集落と考えられる竪穴住居跡が検出されているが、今回確認された竪

穴住居跡は、史跡北側の竪穴住居跡と比べて規模が小さいことがわかる。史跡の北側と北東側

に集落を構築した人々の違いについて、今後の課題のひとつとしたい。

調査区の地形については、調査区北東側台地縁辺部にむかつてなだらかに下つている状態が

確認された。北東側斜面には湧水も認められ、沢状の地形であることが確認された。
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